
今後の取組
○下水道普及率100％に向け、引き続き
関係事業者等と協議・調整を進め、下水
道未整備地域を解消
○未水洗化家屋の解消に向けた取組を継
続実施
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取組概要 進行管理の指標 平成２4年度の取組結果
　下水道の整備困難地域の課題解決に向
けた取組を推進しています。
　また、未水洗化家屋への戸別訪問や広
報活動などにより、水洗化を促進してい
ます。

○平成23年度末の下水道普及率※

99.3％

○平成23年度末の水洗化率※

99.3％

○平成2４年度末の下水道普及率
99.4％
○平成2４年度末の水洗化率　99.3％

16 下水道未整備地域の解消及び水洗化の促進 下水

施策の方向性 良好な水環境の創出

今後の取組
【平成2５年度】
○目標有効率93.41％
○第７次漏水防止基本計画の遂行
【平成2６年度】
○目標有効率93.56％
○第７次漏水防止基本計画の遂行

漏水調査の様子

　水資源の有効利用を行うために、漏水
防止計画に基づく効率的な地下漏水調査
を実施し、漏水の早期発見に努めていま
す。また、漏水の予防的対策のために、
老朽化した配水管や給水管の計画的な更
新を行っています。

○平成24年度目標

　有効率※93.3%

○平成２４年度　有効率９３．２８％
（地下漏水調査の延伸による漏水の早期
発見及び老朽配水管や老朽給水管の更新
による漏水量の削減）

取組概要 進行管理の指標 平成２4年度の取組結果

15 水資源の有効利用の推進 上水



○入江崎水処理センター西系再構築施設
の第Ⅱ期事業及び東系高度処理事業（改
造）、等々力水処理センターの高度処理
事業を実施
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○平成２４年度（目標）　高度処
理普及率　27.0％

○平成24年度末の高度処理普及率
27.0％
入江崎水処理センター西系再構築施設の
第Ⅱ期事業に着手

今後の取組

下水

取組概要 進行管理の指標

18 高度処理の推進

平成２4年度の取組結果
　閉鎖性水域である東京湾における環境
基準の達成・維持や富栄養化対策とし
て、「東京湾流域別下水道整備総合計画
※」に基づき、高度処理※施設の導入を進
めています。

今後の取組
○事業場排水の調査・指導、及び化学物
質排出量等アンケート調査を継続して実
施
○引き続き水処理センターの運転管理を
適切に行い、良質で安定した放流水質を
維持

　下水道法等に基づき、事業場※ からの
排水に対する調査・水質指導を実施しま
す。同時に、「特定化学物質の環境への
排出量の把握等及び管理の改善の促進に
関する法律（ＰＲＴＲ法）」で指定され
た第一種指定化学物質の排出量等をアン
ケートで調査・集計した後、結果の公表
（ホームページ）及び事業場への周知に
より、化学物質の排出抑制を啓発しま
す。
　水処理センターの運転管理を適切に行
い、良質で安定した放流水質を維持しま
す。

○継続してアンケートの実施、集
計、公表、啓発というサイクルを
毎年実施
○化学物質使用量と下水道への排
出量の変化で取組の成果を確認
○法令に則した良質で安定した放
流水質の維持

○下水道法等に基づく事業場立入指導を
適切に実施
○アンケートの結果、排出量は平成２２
年度に比べ減少、結果の公表及び事業場
への啓発を実施
○水処理センタ 放流水は良質で安定し
た水質を維持

事業場指導及び水処理センターの適切な水質管理 下水

取組概要 進行管理の指標 平成２4年度の取組結果

17

高度処理のしくみ



今後の取組
○大師河原貯留管の建設事業を継続実施

取組概要 進行管理の指標 平成２4年度の取組結果
　合流改善用スクリーンの設置やポンプ
場スクリーンの改善に継続して取り組む
とともに、未処理下水の汚濁負荷や放流
回数の削減を図るため、雨水貯留管・雨

水滞水池※ などを建設してきましたが、
今後も建設事業を推進することにより、
汚濁負荷の高い初期雨水対策を進めてい
きます。

19 合流式下水道の継続的な改善 下水
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○大師河原貯留管の建設 ○平成２０年度に着手した大師河原貯留
管の建設事業を推進

雨水貯留管



○平成2４年度エネルギー消費原単位
浄水場等0.03097（kl/千 ）（4.1％
減）
水処理センター等0.1223（kl/千 ）
（1.4％減）

【平成２５年度】
○低公害車導入率82.4％（173台/210
台）

○中長期における年平均約１％以上のエ
ネルギー消費原単位の低減を目指し、引
続き省エネルギーの取組を推進

　省 エ ネ 法 の 改 正 （平 成 ２２年４月１
日）に伴い上下水道局全体が「特定事業
者」として指定を受け、エネルギー管理
統括者等の選任、中長期計画書・定期報
告書の作成を行う中でエネルギー使用量
の把握・適正管理を行い、エネルギー消
費原単位の低減を目指します。

○上下水道局全体で中長期におけ
る年平均約１％以上のエネルギー

消費原単位※の低減
平成2３年度
浄水場等0.03228（kl/千 ）
水処理センター等0.1240（kl/千

）
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今後の取組

　市役所が率先して環境保全活動を推進
することを目的に、温室効果ガス排出量
の削減に向けた取組を全庁的に行い、公
用車については、低公害車を導入し、優
先的に使用します。
　低公害車導入率（実績値）
　平成２２年度　58.7％（122台/208
台）

○低公害車導入率等
　平成2４年度の目標値
　低公害車導入率76.2％（160
台/210台）

施策の方向性

21 省エネ法に基づくエネルギー管理の取組

取組概要 進行管理の指標 平成２4年度の取組結果

今後の取組

環境方針④

事業活動における適正な環境管理
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共通

○低公害車導入率78.6％（165台/210
台）

エコオフィスの推進

平成２4年度の取組結果

共通

取組概要

環境に配慮した行動の促進

進行管理の指標
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